
きょうかいがっこうコーナー       10 月 4 日（日） 年間だい２７の主日 

 

10 がつ 4 にちは「アッシジのせいﾌﾗﾝｼｽｺ」のおいわいにあたるひなので、きょうはいつものふくいんのせつめいのかわり

に、フランシスコがどんなせいじんだったのかを、すこしせつめいしたいとおもいます。 

 

 

むかしイタリアのくにのアッシジというまちにフランシスコというすごくあかるい、せいねんがいました。まちでいちばんのお

かねもちの、けおりものしょうにんのピトロとピカふじんのもとにうまれ,なにふじゆうなく、たのしくくらしていました。 

フランシスコがおおきくなったころアッシジのまちは、となりのまちとせんそうをはじめました。フランシスコもへいたいになっ

て、いっしょうけんめいたたかいましたが、アッシジのまちはまけてしまいました。フランシスコは、せんそうをみて心がいたく

なって、どんなことがあってもせんそうをしてはいけないとけっしんしました。びょうきになって、たかいねつがでて、おきあが

ることができないほどの、おもいびょうきになりました。そのとき、ふしぎなこえがきこえました。 

「おうちへかえりなさい。そこで、おまえのするべきことをしらせよう」 

フランシスコはアッシジにもどると、すぐまえとおなじようにまいにち、おともだちとあそんでばかりいました。しかしあそんで

ばかりいると、なんだか心がからっぽになっていくようで、これではいけないとおもって、いままできていたりっぱなふくをぬい

で、まずしいひとがきているようなふくをきて、まちのなかをあるくようになりました。そのすがたをみて、おともだちにもから

かわれるようになりました。そのうえにおとうさんもフランシスコのすがたをみてはずかしくおもい、きょうかいのしきょうさま

のところにつれていって、そのすがたをやめるようにたのみました。そのとき、フランシスコはきていたふくをぬいで、もってい

たおかねといっしょにおとうさんにさしだしました。「いままで、わたしはあなたをおとうさんとよんでいました、しかしこれから

は、てんのかみさまだけをおとうさんとよびます」 

こうしてすべてをなくして、かみとひとびとにほうししようとかたく心にきめました。 

サン・ダミアノという小さなきょうかいがさびしいのはらにありました。こわれかけたきょうかいでした。そのまんなかに大きな

じゅうじかがありました、フランシスコがそのまえでいのっていると、イエスさまのかおが、うごいたようにみえました。 

イエスさまが「フランシスコよ、さあ、たってたおれかけているわたしのきょうかいをたてなおしなさい」といわれました。フラン

シスコはそのきょうかいをたてなおすためにおとうさんのざいさんをつかいました。 

フランシスコのいきかたをみて、たくさんのひとが、おなじいきかたをしたいとおもって、かれのそばにあつまりました。フラン

シスコは「小さき きょうだいかい(兄弟会)」をつくりました。 

フランシスコは、もりや、くさや、はな、ことりや、さかなやけもの、すべてのうつくしいしぜんをこころからあいしていました。

フランシスコがすんでいたグッビオのまちに、ひとくいオオカミがいて、まちの人たちからおそれられていました。「オオカミはき

っとひとりぼっちで、さびしく、たよるものがないのだろう」そうおもったフランシスコはでしたちとともに、もりのおくの、オオカ

ミのすみかへでかけていきました。しかし、でしたちはこわがってにげてゆきました。一人になったフランシスコのまえに、オオ

カミがあらわれて、フランシスコにとびかかろうとしたとき、フランシスコはじゅうじかを切り、オオカミに手をさしのべました。

「おまえはいままでわるいことをしていました、どうか、もうかちくや、人をおそわないでおくれ。そのかわり、おまえのいきてい

るあいだ、まちのひとたちがおまえにたべものをくれるようにすると、わたしはやくそくする。さあ、おまえもやくそくしておくれ」

するとオオカミがおとなしくなり、そのまえあしをフランシスコの手のひらにのせたのです。こうしてひとびとは、オオカミにおそ

われなくなりました。 

フランシスコは、たいよう、つき、かぜ、みず、ひ、くうき、だいちをあいしていました。いつもかみさまをさんびをしていました。

またびょうきのひとたちのおせわをしていました、くるしむイエスさまをみたようにおもったのです。 

フランシスコは、ラ・ウェルナの山でまいにちいのっていましたが、イエスさまのじゅうじかのきずあとをもらって、とてもからだ

がよわくなりましたので、サン・ダミアノのちかくの小やにすむようになりました。フランシスコはしぜんを心からあいしていまし

た。 



そのしぜんをつくられたかみさまをほめたたえるために、ひとびとをなぐさめ､かみさまのおしえをひろめていきました。 

フランシスコは、じぶんのいのちがのこりすくないのをかんじ、しぬまえにもういちど、アッシジをみたいとおもいました。 

そののぞみどおりきょうだいたちによってアッシジへはこばれ、なつかしいしょうせいどうのそばのこやにねかされました。 

そしてフランシスコはつちのうえにねかせてもらい、しずかにいきをひきとりました。そのときにたくさんのひばりがうたいなが

ら、そらたかくまいあがって、てんごくにいくフランシスコをみおくりました。 

 

フランシスコがのこしてくださったうた。“たいようのさんか“です。 

 

「いとたかいおかたよ                      

あなたはほめたたえられますように 

あなたのつくられた 

すべてのものとともに 

 

きょうだいであるたいようは 

おおいなるひかりによって かがやきわたり 

しまいであるつきとほしは 

よるのそらに 

うつくしくちりばめられています 

 

わたしのしゅよ 

あなたは 

ほめたたえられますように 

 

（アッシジのフランシスコより） 

女子パウロ会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 月のごミサの時間 

     4 日    11 日 18 日   25 日 

 ９：００ 垂水北・明舞南 塩屋・明舞北 垂水北・明舞南 塩屋・明舞北 

１１：００   舞子    垂水    舞子   垂水 

おしらせ 

11 月の 8 日と 15 日のそれぞれのミサのすぐあとで「七五三」のしゅくふくがあります。かならず来てくださいね。 

しんぷさまからのしゅくふくと、きょうかいからのプレゼントがあります。じぶんの地区のミサに来てくださいね。 


